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い
よ
い
よ
三
月
。
今
年
の
卒
業
生
と
一
緒
に
、

私
も
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
振
り
返
れ
ば

悔
い
も
多
く
残
る
約
四
十
年
の
勤
務
で
す
が
、
神

様
に
支
え
ら
れ
、
こ
う
し
て
定
年
ま
で
働
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

九
州
学
院
に
勤
め
は
じ
め
て
か
ら
今
ま
で
、
多

く
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
二
つ
の
大

震
災
（
阪
神
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
）
が

起
き
た
こ
と
で
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
私

が
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
関
西
で
の
出
来
事
で
も

あ
り
、
友
人
も
多
く
い
た
場
所
で
あ
っ
た
の
で
、

大
変
心
配
し
た
出
来
事
で
し
た
。
高
速
道
路
が
ね

じ
曲
が
り
、
そ
こ
こ
こ
に
火
の
手
が
上
が
る
テ
レ

ビ
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
受

け
止
め
き
れ
な
い
自
分
自
身
が
い
ま
し
た
。
し
か

し
こ
う
し
た
破
壊
の
中
に
希
望
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
者
に
寄

り
添
う
若
者
を
中
心
と
し
た
沢
山
の
人
た
ち
の
姿

で
し
た
し
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
東
日
本
大
震
災

で
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
離
れ
た
地
に
住
む
私
た
ち
が
想
像
で

き
な
い
ほ
ど
の
沢
山
の
悲
し
み
が
あ
り
、
怒
り
が

あ
り
、
涙
が
出
る
ほ
ど
の
優
し
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
互
い
に
い
の
ち
を
支
え
合
い
、
歩
き

出
そ
う
と
す
る
人
々
の
姿
に
、
ほ
ん
と
う
の
強
さ

を
感
じ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
大
変

な
災
害
を
通
し
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
社
会
と
な

る
べ
き
だ
と
私
た
ち
は
思
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
時
間
も
経
つ
中
で
、
こ
う
し
た
思
い
は
や
や
弱

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

そ
の
思
い
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
て
二
つ
目
は
、
創
立
百
周
年
の
節
目
に
立
ち

会
え
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
ま
で
支
え

て
頂
い
た
神
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、
創
立
百
周
年

関
係
の
事
業
や
行
事
を
通
し
、
創
立
の
精
神
に
立

ち
返
り
、
次
の
百
周
年
を
目
指
し
、
新
た
な
歩
み

を
始
め
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
敬
天
愛
人
」
と

い
う
校
訓
、
そ
し
て
「
自
分
で
自
分
を
監
督
し
、

役
に
立
つ
善
人
と
な
れ
」
と
い
う
教
育
目
標
を
改

め
て
確
認
で
き
た
の
で
す
。

最
後
に
生
徒
諸
君
に
心
か
ら
感
謝
を
述
べ
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
一
月
二
十
一
日
の
昼
休
み
、
中
高

の
生
徒
会
メ
ン
バ
ー
や
ク
ラ
ス
代
表
の
諸
君
が
会

議
室
に
集
ま
り
、
私
の
退
職
祝
い
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
退
職
お
め
で
と
う
」
の
横
断
幕
を
前
に
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
突
然

の
こ
と
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
涙
が
出
る
程

の
嬉
し
さ
で
し
た
し
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

さ
て
い
よ
い
よ
お
別
れ
で
す
。
生
徒
諸
君
そ
し

て
九
州
学
院
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
神
さ
ま
の
お
導

き
と
お
支
え
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

「
神
様
に
支
え
ら
れ
て
」

九
州
学
院
　
院
長
　
内
村
　
公
春
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Conduct yourselves wisely toward outsiders, making the most of the time.
Let us your speech always be gracious, seasoned with salt. （COLOSSIANS 4：5～6）

読
書
体
験
記
コ
ン
ク
ー
ル
　
一ツ
橋

文
芸
教
育
振
興
会
賞
に
徳
永
さ
ん

２
０
１
３
年
度
の
「
第

33
回
全
国
高
校
生
読
書
体

験
記
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、３

位
に
相
当
す
る
一
ツ
橋
文

芸
教
育
振
興
会
賞
に
選
ば

れ
た
徳
永
彩
葉
さ
ん（
高

２
）が
、
１
月
27
日
、
東

京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

徳
永
さ
ん
は
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
・
ユ
ー
！
」

（
津
村
記
久
子
著
）を
読

み
、
そ
の
感
想
に
自
分
の

体
験
を
加
え
ま
し
た
。

ま
た
学
校
賞
と
し
て
記

念
の
楯
と
集
英
社
文
庫
１
０

０
冊
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
１

９
９
７
年
の
第
17
回
大
会

で
、
石
原
愛
子
さ
ん
（
Ｓ

51
回
・
当
時
高
２
）
が
応

募
数
約
13
万
７
千
人
の
中

▽
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク

　

ラ
ッ
チ

　

優
勝　

中
村　

賢
人

第
10
回
全
国
招
待
「
武
蔵

旗
」
剣
道
大
会

▽
高
校
３
年
の
部

　

優
勝　

木
屋　

光
晴

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳

競
技
大
会

▽
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

優
勝　

齊
藤　

凌

11
月
22
日
㈮
に
「
第

37
回
熊
本
県
私
学
振
興
大

会
」
が
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
こ

の
一
年
間
で
全
国
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
生
徒
た
ち
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
私
立

中
学
高
等
学
校
振
興
協
議

会
と
県
私
立
中
学
高
等
学

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、

一
校
か
ら
二
人
の
出
場
は

特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

県
高
校
英
語
暗
唱

岡
山
承
弘
君
が
優
勝

１
月
25
日
㈯
、
熊
本

学
園
大
で
行
わ
れ
た
「
第

26
回
県
高
校
英
語
暗
唱
大

会
」（
県
高
校
教
育
研
究

会
英
語
部
会
主
催
）
で
、

九
州
学
院
の
岡
山
承
弘
君

（
３
年
）
が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

今
年
は
37
校
か
ら
代
表

一
人
ず
つ
が
出
場
し
、
物

語
・
論
説
・
会
話
の
中
か
ら

か
ら
最
高
賞
の
文
部
大
臣

奨
励
賞
（
現
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
）
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

聖
学
院
大
英
語
暗
誦

田
畑
さ
ん
が
準
優
勝

11
月
16
日
㈰
、
聖
学
院

大
学
（
埼
玉
県
）
で
開
催

さ
れ
た
、「
聖
学
院
大
学

主
催
第
９
回
高
校
生
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
暗
誦
部
門
の
本
選
で
、

九
州
学
院
の
田
畑
華
子
さ

ん
（
１
年
）
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。

鈴
嶋
克
太
君（
２
年
）は

の
一
つ
を
３
分
以
内
で
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
の

暗
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

県
中
学
校
英
語
暗
唱

米
野
斐
さ
ん
２
位

第
41
回
熊
本
県
中
学
校

英
語
暗
唱
大
会
（
熊
本
県

中
学
校
英
語
教
育
研
究
会

主
催
、
熊
本
県
教
育
委
員

会
、
朝
日
新
聞
社
後
援
）

が
、
11
月
7
日
㈭
に
［
熊

本
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
は
あ
も
に
い
］
で
開

催
さ
れ
、米
野
斐
さ
ん
が
、

3
年
の
部
で
2
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

校
協
会
が
主
催
で
、
本
県

の
私
立
学
校
の
振
興
発
展

を
目
的
に
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
で
は
村
田
信
一
熊

本
県
副
知
事
な
ど
の
挨
拶

の
後
、
要
望
書･

決
議
書

が
採
択
さ
れ
、
こ
の
一
年

で
文
化
活
動
、
体
育
活
動

で
全
国
優
勝
を
し
た
生
徒

や
指
導
者
の
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

〈，12
年
11
月
〜，13
年
10
月
﹀

〈
団
体
の
部
〉

中
学
校
剣
道
部

○
内
閣
総
理
大
臣
賞
・
文

部
科
学
大
臣
賞
・
厚
生
労

働
大
臣
賞

第
38
回
全
国
少
年
剣
道
優

勝
大
会　

団
体
優
勝

山
重
安
孝　

伊
南
航

坂
本
尚
史　

中
村
拓
人

長
尾
和
樹

高
校
剣
道
部

第
22
回
全
国
高
等
学
校
剣

道
選
抜
大
会　

団
体
優
勝

○
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
第
60
回
全
国
高

等
学
校
剣
道
大
会
）　

団
体
優
勝

真
田
裕
行　

曽
我
貴
昭　

澤
田
武
秀　

漆
島
伊
織　

古
閑
章
彦　

大
熊
勇
輝　

山
田
凌
平

○
第
10
回
全
国
高
等
学
校

招
待
武
蔵
旗
剣
道
大
会　

団
体
優
勝

藤
崎
大
樹　

渡
部
稜
也　

木
屋
光
晴　

井
上
舜　

前
田
裕
希

〈
個
人
の
部
〉

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
自
転
車
競

技
大
会

全 国 優 勝 祝 賀 会を開 催
団体２、個人３が日本一 〜中高剣道・水泳・自転車〜

昨
年
、
国
内
外
の
諸
大

会
で
著
し
い
成
果
を
あ
げ

た
熊
本
県
関
係
の
チ
ー
ム

や
選
手
、
優
れ
た
指
導
者

ら
を
た
た
え
る
「
第
44
回

熊
日
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
大

賞
に
２
０
１
３
全
国
高
校

総
体
、
選
抜
の
２
冠
を
成

し
遂
げ
た
九
州
学
院
剣
道

部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
剣
道
選

手
権
で
三
度
目
の
優
勝
を

果
し
た
警
視
庁
の
内
村
良

一
選
手（
Ｓ
51
回
）が
特
別

賞
、
米
田
敏
郎
九
州
学
院

剣
道
部
監
督
が
指
導
者
賞

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た
。

熊
日
ス
ポ
ー
ツ
賞 

高
校
剣
道
部
が

大
賞
、米
田
監
督
、内
村
選
手
に
も

２
月
６
日
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に

お
い
て
、
熊
本
県
私
学
振
興
大
会（
11
月
22

日
）で
表
彰
さ
れ
た
全
国
大
会
優
勝
者
の
功

績
を
称
え
る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
、
関
係
各
位
を
来
賓
に
迎
え
保

護
者
、
教
職
員
な
ど
、
約
１
５
０
人
が
参

加
し
、
優
勝
の
偉
業
を
祝
い
ま
し
た
。

　１月30日㈭午前６時半より、
花岡山山頂の熊本バンド奉教之碑
前で、熊本バンド早天祈祷会が開
かれました。本校からは院長、チャ
プレンをはじめ教職員、敬愛会メ
ンバーなど30人が参加し、熊本
バンドの精神に思いをはせまし
た。あいにくの雨となったこの朝、
200人の参加者は薪を囲んで讃美歌を合唱し祈りを捧げ、熊
本バンドがキリスト教信仰を誓った「奉教趣意書」を九州学
院高３年の岩井琴乃（高3）さんが朗読しました。

熊本バンドとは、熊本洋学校で教師ジェーンズの薫陶を受けた青
年たちが、花岡山でキリスト教を奉じ、この教えを日本全国に布
教しようと誓約しましたが、その時の35人の集団の呼称です。
熊本の地に創設された九州学院の建学の精神は、熊本バンドの想
いをその源流のひとつとしています。

花岡山で熊本バンド早天祈祷会
〜雨の中200人が参加〜

全
国
優
勝
者
を
表
彰

熊
本
県
私
学
振
興
大
会米田敏郎監督

内村良一選手
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新制第52回の同窓生から2000年3月に卒業記
念品として学校に寄贈されたモニュメント（ミニ
チャペル）が、このほどグラウンドの大楠樹の近
くに移転設置されました。
以前は旧正門（東門）
の横に設置されていま
したが、創立百周年に
際し周辺整備のため仮
置きされていた場所か
らの移設となりました。

10
月
25
日
㈮
午
後
１
時

半
よ
り
、
九
州
学
院
ブ
ラ
ウ

ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ

ル
に
お
い
て
恒
例
の
九
州
学

院
育
友
会
主
催
秋
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ド
リ
ー
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
で
、
感
動
教

育
家
の
高
光
り
ょ
う
す
け
氏

を
お
迎
え
し
「
子
供
を
輝
か

せ
る
源
は
感
動
力
に
あ
る
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

高
光
氏
は
、
20
年
前
に

全
て
の
第
一
歩
は
感
動
に
よ

り
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
ベ
ー

ス
に
学
び
場
㈲
ド
リ
ー
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
、

全
国
で
様
々
な
人
々
を
対
象

に
研
修
、
指
導
を
し
、
実
績

を
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
日
は
中
高
と
も
公
開
授
業

の
参
観
が
行
な
わ
れ
、
日
頃

の
お
子
様
の
学
校
生
活
の
様

子
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　「312」と「445」と言えば何と聞かれたら、九州学院
の生徒の皆さんは、すぐに答えられると思います。そう讃美歌
の番号です。312番は「いつくしみ深き」で445番は「み神
とともにすすめ」です。偶然だと思いますが、重要なことに気
が付きました。新約聖書のページ数です。312ページは、コ
リントの信徒への手紙（−）10章13節「あなたがたを襲った
試練で、人間として耐えられないようなものはなかったはずで
す。神は真実な方です。あなたがたを耐えられないような試
練に遭わせることはなさらず、試練と共に、それに耐えられる
よう、逃れる道をも備えていてくださいます」という箇所で、
445ページは、ヨハネの手紙（−）4章10節「わたしたちが
神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたち
の罪を償ういけにえとして、御子をおつかわしになりました。
ここに愛があります」という箇所なのです。この2つの箇所は、
どちらも私たちの心に深くしみてくる聖句です。
実は、昨年の夏から、ある出来事を通して体調を壊していま

した。本当に辛い経験でした。しかし、不思議にも聖書の授
業を通して、私自身が癒されていったのです。教えることは、
学ぶことと言われます。聖書の物語を生徒の皆さんに語ること
によって、私が多くのことを学ばせていただきました。今回が
この九学通信での、私の最後のメッセージになります。どうか、
悲しい時、辛いことがあったら聖書を開いてみてください。必
ず神さまの慰めと優しさに触れることができます。「ここに愛が
ある」のですから…。

「ここに愛がある」

九州学院チャプレン　富島裕史

卒業記念「ミニチャペル」を
グラウンド大楠樹横に移設

九
州
学
院
は
１
９
１
０

年
の
1
月
19
日
に
国
か
ら

学
校
設
立
が
認
可
さ
れ
、

翌
年
の
４
月
に
開
校
し
ま

し
た
。
学
院
は
１
月
19
日

を
創
立
記
念
日
に
定
め
、

毎
年
記
念
講
演
会
と
卒
業

生
を
送
る
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ

エ
ス
レ
ヤ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
内
村
公

義
先
生
を
お
迎
え
し
「
人

は
死
ぬ
の
に
な
ぜ
生
き

る
の
か
〜
か
け
が
え
の
な

い
『
あ
な
た
』」
と
い
う

演
題
で
全
校
生
徒
に
お
話

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
人

は
い
つ
か
死
ん
で
い
く
け

れ
ど
、存
在
し
て
い
る
だ

け
で
命
の
光
を
宿
し
て
い

る
。」と
、
熱
く
語
り
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

高
三
に
拍
手
で
感
謝

講
演
終
了
後
、
高
校
三

年
生
を
代
表
し
て
古
閑
章

彦
前
生
徒
会
長
が
下
級
生

に
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ
、

校
歌
を
斉
唱
し
拍
手
に
送

ら
れ
て
体
育
館
を
後
に
し

ま
し
た
。

「
人
は
死
ぬ
の
に
な
ぜ
生
き
る
の
か
」

五
百
旗
頭
真
先
生
が
講
演

学
院
創
立
記
念
講
演
会

時
習
館「
道
し
る
べ
事
業
」

育
友
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

秋
の
講
演
会
を
開
催

11
月
26
日
㈫
、
恒
例
の

宗
教
特
別
伝
道
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育

を
考
え
る
会
の
カ
ン
ベ
ン

ガ
・
マ
リ
ー
ル
イ
ズ
氏
で
、

「
生
き
る
こ
と
学
ぶ
こ
と

―
神
様
と
共
に
」
と
い
う

演
題
で
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
の
放
課
後

に
は
、
教
職
員
を
対
象
に

東
京
女
子
大
の
江
口
再
起

教
授
に
「
キ
リ
ス
ト
教
の

教
育
と
は
〜
ル
タ
ー
派
の

教
会
は
、こ
う
考
え
る
〜
」

と
い
う
演
題
で
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

宗
教
特
別
伝
道
講
演
会

講
師
に
Ｇ
・
マ
リ
ー
ル
イ
ズ
氏（
ル
ワ
ン
ダ
）

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

大
江
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
が
ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ

リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で
行

わ
れ
、大
江
教
会
関
係
者
、

九
州
学
院
関
係
者（
生
徒
、

保
護
者
、職
員
、旧
職
員
、

卒
業
生
）、近
隣
の
方
々
、

計
約
７
０
０
名
が
出
席

し
、イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

生
誕
を
祝
い
ま
し
た
。

大
江
教
会
の
前
身
は

「
九
州
学
院
教
会
」
と
称

し
、
学
院
創
立
10
年
後
の

１
９
２
１
年
に
発
足
、
学

院
内
特
別
教
室
で
礼
拝
を

開
始
し
た
歴
史
的
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

「フィリピン中部台風救援金」
84,123円を募金

　高校生徒会とボランティア
部が共同で募金運動を行い、
県国際教会「2013年フィリ
ピン中部台風救援金」に全額
送金しました。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア

デ
レ
ー
ド
市
に
あ
る
九
州

学
院
の
姉
妹
校
イ
ン
マ
ヌ

エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

交
換
留
学
生
エ
イ
ド
リ
ア

ン
君
、
ア
ン
デ
ィ
ー
君
の

二
人
が
、
一
年
間
の
熊
本

で
の
生
活
を
終
え
、
１
月

13
日
に
帰
国
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。

二
人
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
換
留
学
生
二
人
が
帰
国

生
活
を
し
な
が
ら
学
院
に

通
い
、
授
業
の
他
に
日
本

語
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
も
受

け
、
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
も
勉
強
を
し
ま
し
た
。

ま
た
ク
ラ
ブ
活
動
も
そ
れ

ぞ
れ
弓
道
部
、
バ
レ
ー
部

に
属
し
て
練
習
に
汗
を
流

し
、
充
実
し
た
学
院
生
活

を
送
り
ま
し
た
。

11
月
８
日
〜
９
日
、
九
州
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
「
九
学
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
体
育
館
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、

い
ろ
ん
な
タ
レ
ン
ト
を
も
っ
た
生
徒
た
ち
が
多
彩
な

芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々

が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

電
車
通
り
の
正
門
か
ら
入
っ
た
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に

は
、
両
側
に
テ
ン
ト
（
ブ
ー
ス
）
が
並
び
、
各
ク
ラ

ス
や
ク
ラ
ブ
や
育
友
会
が
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
様
々
な
も
の
を
提
供
し
、
特
設
の

ス
テ
ー
ジ
で
も
生
徒
有
志
が
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
お
笑

い
を
披
露
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

各
教
室
の
ク
ラ
ス
や
文
化
部
の
催
し
物
も
趣
向
が

凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

11月8・9日

ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に

生
徒
パ
ワ
ー
が
爆
発

11
月
29
日
に
九
州
学
院
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
、
在
校
生
、
教
職
員
、
保

護
者
、
同
窓
生
、
一
般
の
方

な
ど
約
２
０
０
名
の
参
加

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
片
手
に
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

ク
リ
ス
マ
ス
の
讃
美
歌
を

歌
い
、
富
島
チ
ャ
プ
レ
ン
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
、

ア
ド
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
ロ
ー

グ
を
祝
い
ま
し
た
。

12
月
20
日
㈮
、
中
学
生
、
高

校
生
、
教
職
員
な
ど
約
１
５
０

０
名
が
体
育
館
に
一
堂
に
会
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
同
好
会
の

前
奏
で
始
ま
っ
た
第
一
部
は
、
敬

愛
会
や
白
羊
会
が
中
心
と
な
っ

て
聖
書
朗
読
、
讃
美
歌
斉
唱
な

ど
を
行
い
、
富
島
チ
ャ
プ
レ
ン
か

ら
「
暗
闇
の
中
に
光
を
」
と
題

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
で

は
恒
例
の
み
ど
り
幼
稚
園
児
に

よ
る
聖
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

礼
拝
の
後
、
各
教
室
で
趣
向

を
凝
ら
し
た
祝
会
が
行
な
わ
れ
、

学
校
か
ら
生
徒
全
員
に
九
州
学

院
ロ
ゴ
入
り
の
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
は

約
五
十
万
円
で
し
た
。
詳
細
は

追
っ
て
ご
報
告
し
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で
大
江
教
会
主
催
の
礼
拝

ツ
リ
ー
点
灯
式

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

２
月
１
日
、
ア
メ
リ

カ
・
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ

州
か
ら
ケ
イ
ゴ
・
ガ
ン

君
（
15
歳
）
が
留
学
生

と
し
て
九
州
学
院
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ケ

イ
ゴ
君
は
お
母
さ
ん

米
国
か
ら
新
留
学
生

10
月
27
日
〜
30
日
、
教

師
2
名
（
池
永
事
務
長
、

関
口
高
３
学
年
主
任
）
と

旧
高
校
生
徒
会
メ
ン
バ
ー

ら
生
徒
５
名
が
、
韓
国
・

木
浦
（
モ
ッ
ポ
）
市
に
あ

る
文
泰
（
ム
ン
テ
イ
）
学

園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
文
泰
学
園
の

生
徒
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
、
学
校
を
訪

問
し
教
師
や
生
徒
た
ち
と

交
流
を
は
か
り
、
ソ
ウ
ル

で
の
観
光
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
13
日
㈬（
〜

15
日
）、
文
泰
学
園
か
ら

の
訪
日
研
修
団
（
教
師
２

名
、
生
徒
５
名
）
も
九
州

学
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
学
校
訪

問
や
熊
本
市
の
観
光

を
楽
し
み
ま
し
た
。

九
州
学
院
は
同
校

と
１
９
９
１
年
に
交

流
を
始
め
、
毎
年
教

師
や
生
徒
代
表
の
訪

問
団
や
中
学
校
の
修

学
旅
行
団
が
お
互
い

の
学
校
を
訪
問
し
、

交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。

韓
国
・
文
泰
学
園
と

生
徒
会
が
相
互
交
流

２
月
4
日
㈫
、
九
州
学

院
体
育
館
で
熊
本
時
習
館

「
道
し
る
べ
事
業
」の
特
別

講
演
が
行
わ
れ
、
熊
本
時

習
館
塾
長
の
五
百
旗
頭
真

先
生
（
熊
本
県
立
大
学
理

事
長
）が
、「
21
世
紀
に
生

き
る
君
た
ち
へ
」
と
い
う

題
で
全
校
生
徒
に
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

主の生誕を祝うクリスマスイベント多彩に

が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
語
と
日
本
の
文

化
・
習
慣
を
学
ぶ
た
め
に
、

半
年
間
だ
け
九
州
学
院

（
Ｓ
１

−

７
）
に
籍
を
置

き
、
親
戚
の
い
る
八
代
か

ら
通
学
し
ま
す
。

九学祭

アンディー君 エイドリアン君
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10
月
17
日
か
ら
３
日

間
、
九
州
学
院
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
恒
例
の

「
芸
術
鑑
賞
」
が
行
わ
れ
、

今
回
は
、
九
学
Ｏ
Ｂ
の
田

上
豊
氏
（
Ｓ
54
回
）
が
主

宰
す
る
、プ
ロ
の
劇
団「
田

上
パ
ル
」
の
代
表
作
「
報

わ
れ
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
で

10
月
16
日
㈬
、

会
議
室
に
お
い
て

恒
例
の
同
窓
会
主

催
「
奨
学
生
・
給

費
生
を
励
ま
す

会
」
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

中
高
の
奨
学
生
、

給
費
生
51
名
を
は

じ
め
、
松
村
敏
人

同
窓
会
会
長
・
関

係
職
員
計
約
70
名

が
会
議
室
に
集

い
、
弁
当
を
い
た

だ
き
な
が
ら
「
励

ま
す
会
」

の
ひ
と
時

を
過
ご
し

ま
し
た
。

  

「
医
者
に

な
り
た
い
」

「
弁
護
士

に
な
り
た

い
」「
東
大
に
は
い

り
た
い
」「
科
学
者

に
な
り
た
い
」
な

ど
次
々
に
夢
を
語

る
頼
も
し
い
生
徒

た
ち
に
、
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇

１
９
８
１
年
、
学
院
創

立
70
周
年
を
機
に
同
窓
会

新
制
部
会
を
結
成
。
事
業

の
一
環
と
し
て
１
９
８
３

年
に
育
英
奨
学
生
制
度
が

設
立
さ
れ
、
今
年
は
30
周

年
の
記
念
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。

同
窓
会
の
有
志
か
ら
の

寄
付
に
よ
る
基
金
で
、
奨

学
生
に
一
人
あ
た
り
毎
月

１
万
円（
寮
・
下
宿
生
２
万

円
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

「歴史資料・情報センター」がリニューアル
　九州学院創立100周年記念事業の一環とし
て、2011年の秋に完成した「歴史資料・情報
センター」が、11月９日㈯の九学祭の一般公開
の日に合わせて、リニューアル・オープンしました。
　アメリカのルーテル教会の熱い祈りと献金で建
てられた九州学院の100年の歴史が、貴重な資
料などの展示と共に紹介されています。
　なお、初代センター長には、九学OBで元熊本大
学教授の淺川牧夫氏（S12回）が就任しました。
まだ一部の未整備の部分を残していますが、４月には完全オープンを
目指しますので、皆様方のお越しをお待ちします。

井上元二先生の主導により、九学にハンドボール部が創設され
たのは終戦後の昭和23年頃ではなかったかと思います。済々黌
や玉名中学等にはそれより１年ぐらい前に創部されており、九学
が試合で勝星をあげることなど夢のまた夢の感がありました。以
来何とか追いつかねばとの一心で厳寒、猛暑を不問、運動場の
片隅で時には陸上競技部と交錯しながら、また、夏休みは合宿
練習を行い技能向上に励んでいました。

昭和24年後半の頃だと思いますが、九学ＯＢで熊本ハンドボー
ル界の重鎮である藤田八郎先生（愛称ジープさん）率いる、今
迄一度も勝つことが出来なかった済々黌と優勝戦を争うことにな
りましたが、この宿敵をくだし、念願の優勝を果たすことができ
ました。写真中優勝杯を手にしているのは主将であると同時に柔
道二段位の持主であった兼坂昌吾氏です。また、その隣は、監
督の井上元二先生ですが、このほか優勝の喜びを共にしていた
だいた陸上競技部の中原先生、柔道部の安田先生、バスケット
部の吉田先生、更にラグビー部主将の建川氏の姿もあります。な
お、前列は次期活躍を期待した下級生諸君達です。

当時のハンドボール競技のコート面積は、サッカー競技のそれ
と同じで、また選手数もこれまた同じく11名の構成となっていま
した。

私は卒業後、熊本県庁に入庁しましたが、同期に宿敵済々黌
ハンドボール部員であった２名が居り、その後懇意の仲となり業
務面でも何かと助かること少なからずありました。

ー 特別寄稿 ー

ハンドボール部  昭和24年に初優勝

小田省二（Ｓ2回・1950年卒）

劇作家・演出家 田上 豊 氏（S54回）

母校で上演「報われません、勝つまでは」

同窓会主催「奨学生・給費生を励ます会」を開催

九州学院大同窓会
【一 般 券】	 男性7,000円　女性4,000円
【シニア券】	昭和32年3月卒業（Ｓ９回）以前の同窓生4,000円
【ヤング券】	平成15年3月卒業（Ｓ55回）以降の同窓生4,000円

●	同伴者	 3,000円（当日販売）

時間 会費

会場

受　付／18：00
総　会／18：30
懇親会／19：00

ホテル日航熊本
（096）211-1111

2014年4月18日㈮
子ども同伴
大歓迎！
小学生以下
無料

恒例「秋の芸術鑑賞」 同
窓
会
の
ペ
ー
ジ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

１

は
」
を
学
年
別
に
観
劇
し

ま
し
た
。

劇
作
家
・
演
出
家
の
田

上
氏
は
、
九
州
学
院
か
ら

桜
美
林
大
学
に
進
み
、
総

合
文
化
学
科
で
平
田
オ
リ

ザ
氏
に
師
事
し
演
劇
を
学

び
ま
し
た
。

「
見
た
ら
元
気
の
出
る

芝
居
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
演
劇
創

作
を
行
い
、
２

０
０
６
年
の
同

劇
団
旗
揚
げ
以

来
、
関
東
を
中

心
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品

は
、
自
身
が
所

属
し
て
い
た
九

州
学
院
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
部

室
が
舞
台
と
な

っ
て
お
り
、セ
リ

フ
は
す
べ
て
熊

本
弁
で
し
た
。

１
月
２
日
、
３
日
に
行

わ
れ
た
第
90
回
東
京
箱
根

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

（
箱
根
駅
伝
＝
読
売
新
聞

社
共
催
）
の
区
間
エ
ン
ト

リ
ー
に
、
高
校
別
で
は
九

州
学
院
が
西
脇
工
業
（
兵

庫
）
と
並
び
10
人
と
全
国

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
九
州
学
院
Ｏ
Ｂ
選

手
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。
ご
声
援
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
体
育
大
学

２
区　

本
田　

匠（
４
年
）

４
区　

坂
本　

新（
１
年
）

青
山
学
院
大
学

８
区　

井
上
尚
樹（
４
年
）

補
欠　

山
村　

隼（
２
年
）

　
　
　

内
田　

翼（
１
年
）

東
海
大
学

２
区　

元
村
大
地（
４
年
）

補
欠　

宮
川
翔
太（
２
年
）

神
奈
川
大
学

４
区　

井
上
雄
介（
３
年
）

７
区　

中
神
慎
也（
１
年
）

上
武
大
学

８
区　

根
岸
成
光（
３
年
）

期
待
の
ホ
ー
プ
青
山

学
院
の
エ
ー
ス
久
保
田

和
真
選
手
は
膝
の
故
障

の
た
め
出
場
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

出
身
高
校
別
で
九
学
が
ト
ッ
プ
の
10
人

　12月15日㈰、熊本県庁に
おいて、「北朝鮮の拉致問題
を考える集会」が行われ、古
谷圭司拉致問題担当大臣が基調講演の後、拉致
被害者松木薫氏の姉齋藤さんらが解決を呼びか
けました。
　政府は毎年12月10日から16日までを「北朝
鮮人権侵害問題啓発週間」と定めており、県が
啓発事業の一環として今回の講演会を行ったもの
で、九州学院からも院長や関係教師、育友会の
会長をはじめ役員数名が参加しました。
　松木氏は1976年に九州学院を卒業。1980年、
京都外大大学院生時のスペイン留学中に失踪。
後に北朝鮮に拉致されていることが判明。2002
年に当時の小泉首相の訪朝の時に政府が拉致被
害17名の中の一人として松木氏を認定。それまで
はMさんという匿名で家族を中心に問題解決に向
けての活動が行われていました。

　松木薫氏の母、92歳のスナヨさんは長年病床
にあり薫氏の帰りを待ち続けていましたが、再会
を果たせぬままに1月11日に天に召されました。
松木スナヨさんのご冥福を心からお祈りすると共
に、ご家族の皆様にお悔やみを申し上げます。

北朝鮮拉致問題の集会
松木薫氏（S24回）の救出を！箱

根
駅
伝

先
日
発
行
し
ま
し
た
「
九
学
通
信

１
０
７
号
（
10
月
14
日
発
行
）」
の
第

３
面
の
藤
田
八
郎
先
生
に
関
す
る
記

事
で
写
真
を
誤
っ
て
使
用
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

先
生
は
も
と
よ
り
ご
関
係
の
方
々

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を

深
く
お

詫
び
申

し
上
げ

ま
す
。

「
九
学
通
信（
１
０
７
号
）」

写
真
掲
載
の
訂
正
と
お
詫
び

淺川牧夫
新センター長

藤田八郎先生



１
月
13
日
㈪
、
今
年
成
人
を

迎
え
た
九
州
学
院
の
卒
業
生
（
Ｊ

62
・
Ｓ
64
回
）
を
母
校
に
招
き
、

ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ

ペ
ル
に
て
成
人
祝
福
式
（
同
窓

会
若
手
の
会
主
催
）
を
挙
行
し

ま
し
た
。

会
に
は
新
成
人
・
同
窓
生
・
保

護
者
・
教
職
員
な
ど

約
２
０
０
名
が
参

加
。富
島
裕
史
チ
ャ

プ
レ
ン
の
司
式
で

行
わ
れ
た
祝
福
式

は
、聖
書
朗
読
、讃

美
歌
斉
唱
、祝
福
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
中
心
と
し
た
厳

粛
な
も
の
で
し
た
。

式
の
後
、
学
院

の
多
目
的
ホ
ー
ル

に
移
動
し
、
軽
食

を
共
に
し
、
新
成

人
の
同
窓
生
の
晴

れ
の
門
出
を
み
ん

な
で
祝
い
ま
し
た
。

羽
ば
た
く
同
窓
生
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と
し
ま
し
て
も
お
出
迎
え

や
応
援
な
ど
を
楽
し
く
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
12
月

22
日
㈰
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
駅
伝
の
応
援
後
、
京

都
で
忘
年
会
を
開
き
ま
し

た
。

関
西
支
部
事
務
局
長

中
尾
哲
教（
Ｓ
48
回
）

3
月
2
日
に

総
会・懇
親
会
を
予
定

福
岡
九
学
会

３
月
２
日
㈰
17
時
よ

り
、
博
多
都
ホ
テ
ル
に
お

い
て
「
福
岡
九
学
会
」
の

総
会
と
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

現
会
長
の
緒
方
清
司
氏

（
Ｓ
７
回
）
が
本
総
会
の

終
了
を
も
っ
て
退
任
し
、

後
任
に
は
野
々
口
稔
氏

（
Ｓ
22
回
）
が
就
任
す
る

た
め
、
会
長
交
代
式
も
併

せ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て

競
泳
混
合
２
０
０
Ｍ

リ
レ
ー
で
日
本
新

宮
本
靖
子
選
手（
Ｓ
65
回
）

11
月
９
日
〜
10
日
、
東

京
・
辰
巳
国
際
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ

競
泳
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
東

京
大
会
」
に
出
場
し
た
九

州
学
院
出
身
の
宮
本
靖
子

選
手（
Ｓ
65
回
・
東
洋
大
１

年
）
が
所
属
す
る
チ
ー
ム

が
、
混
合
２
０
０
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
で
日
本
新
記
録

を
樹
立
し
４
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

「
男
女
混
合
」は
今
シ
ー

同
窓
会
の
ペ
ー
ジ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

2

ズ
ン
か
ら
新
規
採
用
さ
れ

た
種
目
で
、
混
合
２
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
日
本

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、

荻
野
公
介
選
手
を
は
じ
め

４
人
全
員
が
東
洋
大
の
学

生
で
す
。

高
良
健
吾
氏（
Ｓ
58
回
）

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞

初
の
主
演
男
優
賞
に

１
月
22
日
、
東
京
映
画

記
者
会
（
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ

ポ
ン
新
聞
社
な
ど
在
京
ス

ポ
ー
ツ
７
紙
の
映
画
記
者

で
構
成
）
が
選
ぶ
第
56
回

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
（
13
年

度
）
の
各
賞
が
決
ま
り
、

主
演
男
優
賞
に
「
横
道
世

之
介
」
を
好
演
し
た
高
良

健
吾
氏
（
Ｓ
58
回
）
が
初

受
賞
し
、
２
月
11
日
に
東

京
・
内
幸
町
の
「
イ
イ
ノ

ホ
ー
ル
」
で
授
賞
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

熊
日
新
聞「
わ
た
し
を

語
る
」勝
野
洋
氏（
Ｓ
20

回
）森
本
孝
氏（
Ｓ
５
回
）

10
月
か
ら
1
月
に
か
け

て
、
熊
本
日
日
新
聞
「
わ

た
し
を
語
る
」
に
俳
優
の

勝
野
洋
氏
（
Ｓ
20
回
・
１

９
６
８
年
卒
）、
熊
本
第

一
信
用
金
庫
会
長
の
森

本
孝
氏
（
Ｓ
５
回
・
高
校

１
９
５
３
年
卒
）
の
二
人

が
続
け
て
連
載
さ
れ
ま
し

た
。九

学
Ｏ
Ｂ
が
連
続
し
て

登
場
す
る
と
は
実
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。

彫
刻
家
・
二
科
会
員

橋
本
恵
史
氏（
Ｓ
23
回
）

九
州
学
院
Ｏ
Ｂ
で
彫
刻

家
の
橋
本
恵
史
氏
（
Ｓ
23

回
・
１
９
７
１
年
卒
・
ボ

ク
シ
ン
グ
部
）
は
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
彫
刻
を
中
心

と
し
た
作
品
を
制
作
し
、

彫
刻
に
関
す
る
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

現
在
二
科
会
会
員
と
し

て
、幅
広
く
精
力
的
に
制
作

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

九
州
学
院
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も「
門
」「
羽
ば
た
く
」

な
ど
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
作
品

に
は
聖
書
の
言
葉
が
盛
り

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
お
笑
い
日
本
一
」に

か
ら
し
蓮
根
が
出
場

杉
本
青
空
氏
、
松
本

伊
織
氏（
共
に
Ｓ
64
回
）

12
月
11
日
㈬
、九
学
Ｏ

Ｂ
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
か

ら
し
蓮
根
」
が
、
全
国
か

ら
応
募
し
た
２
千
組
以
上

の
中
か
ら
８
組
だ
け
が
登

場
す
る「
Ｕ

−

20
お
笑
い

日
本
一
決
定
戦
ワ
ラ
チ
ャ

ン
！
」に
出
場
し
ま
し
た
。

11
月
20
日
㈬
放
課
後
に
人

気
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
パ
ン

ク
ブ
ー
ブ
ー
」
を
迎
え
て

九
州
学
院
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
、壮
行
会（
有

志
に
よ
る
激
励
会
）
の
様

子
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

豪
日
協
会
の
副
会
長

ベ
ン・ス
パ
ロ
ウ
氏

（
元
留
学
生
）が
来
校

10
月
29
日
㈫
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
の
１
９
９
５
年
の
留
学

生
ベ
ン
・
ス
パ
ロ
ウ
氏
が

九
州
学
院
を
再
訪
問
し
ま

し
た
。

ス
パ
ロ
ウ
氏
は
豪
日

協
会
の
副
会
長
の
要
職
に

も
就
い
て
お
り
、
日
本
と

「
平
成
25
年
度
定
時
総

会
・
懇
親
会
」を
開
催

東
京
九
学
会

10
月
19
日
、
東
京
九
学

会
（
島
本
誠
会
長
・
Ｓ
30
）

の「
平
成
25
年
度
定
時
総

会
・
懇
親
会
」
が
、東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。

東
京
在
住
の
会
員
、
新

卒
者
な
ど
約
１
１
０
名
の

ほ
か
に
、
熊
本
か
ら
も
内

村
公
春
院
長
ら
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ

ル
で
は
参
加
者
が
思
い
出

話
や
お
互
い
の
近
況
を
報

告
し
た
り
と
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

支
部
総
会
も
盛
大
に

神
奈
川
支
部

11
月
９
日
㈯
の
お
昼
に

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に

お
い
て
、「
神
奈
川
支
部
」

の
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
熊
本
か
ら
も

内
村
公
春
院
長
な
ど
数
名

が
参
加
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

母
校
の
応
援
で
団
結

関
西
九
学
会

年
末
に
関
西
で
開
催
さ

れ
る
二
大
全
国
大
会
、
駅

伝
と
ラ
グ
ビ
ー
の
県
代
表

に
母
校
九
州
学
院
が
出

場
す
る
と
い
う
幸
運
に
恵

ま
れ
、
地
元
関
西
九
学
会

11
月
4
日　

阿
蘇
郡
市
同
窓
会

11
月
21
日　

市
役
所
九
学
会

11
月
30
日　

苓
北
支
部

12
月
6
日　

阿
蘇
中
部
同
窓
会

12
月
14
日　

泗
水
九
学
会

12
月
16
日　

県
庁
九
学
会

3
月
2
日　

福
岡
九
学
会
（
予
定
）

3
月
16
日　

小
国
郷
九
学
会
（
予
定
）

各地の同窓会

4月18日㈮九州学院大同窓会

九
州
学
院
高
校
野
球
部

は
学
院
創
立
と
同
じ
年
の

１
９
１
１
年
に
創
部
さ
れ

た
、
学
院
で
は
最
も
伝
統

の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
甲
子
園
に
は
春

夏
合
わ
せ
12
度
出
場
し
、

巨
人
の
史
上
最
強
の
５
番

打
者
と
言
わ
れ
た
柳
田
選

手
を
は
じ
め
、
多
く
の
プ

ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

九
州
学
院
が
初
め
て
甲

子
園
に
出
場
し
た
の
は
１

９
６
３
年（
昭
和
38
年
）の

夏
で
す
か
ら
、
昨
年
が
そ

れ
か
ら
半
世
紀
と
い
う
節

目
の
年
で
し
た
。

当
時
は
熊
本
、
大
分

の
二
県
か
ら
中
九
州
代
表

一
校
を
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
６
３
年
夏
の
第

45
回
大
会
は
記
念
大
会
の

た
め
各
県
一
校
が
出
場
で

き
、
熊
本
大
会
決
勝
で
宿

敵
鎮
西
を
３
対
２
の
サ
ヨ

ナ
ラ
で
破
っ
た
九
州
学
院

が
そ
の
ま
ま
代
表
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。

甲
子
園
で
は
抽
選
に
よ

り
二
回
戦
か
ら
登
場
し
、

初
戦
は
足
利
工
（
栃
木
）

と
対
戦
。
１
イ
ニ
ン
グ
連

続
12
出
塁
、
同
連
続
11
得

点
な
ど
、
い
く
つ
か
の
大

会
記
録
を
樹
立
し
、
な
ん

と
21
対
３
の
大
差
で
勝
ち

ま
し
た
。

三
回
戦
で
は
岡
山
東
商

（
岡
山
）
と
投
手
戦
を
演

じ
、
接
戦
の
末
１
対
０
で

辛
く
も
勝
利
し
て
ベ
ス
ト

８
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

準
々
決
勝
で
は
、
こ

の
年
に
全
国
制
覇
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
に
な
る
明
星

（
大
阪
）と
対
戦
し
、
６
回

ま
で
３
対
０
で
優
位
に
試

合
を
進
め
ま
し
た
が
、
終

盤
に
逆
点
を
許
し
３
対
４

の
僅
差
で
敗
れ
悔
し
涙
を

飲
ん
だ
の
で
し
た
。

初
出
場
な
が
ら
優
勝
校

と
死
闘
を
演
じ
る
な
ど
甲

子
園
で
一
大
旋
風
を
巻
き

起
こ
し
た
九
州
学
院
は
、

そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ

た
の
で
し
た
。

２
０
１
４
年
は
初
出
場

か
ら
51
年
目
と
い
う
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と

に
な
り
、
昨
年
秋
の
九
州

大
会
熊
本
予
選
で
ベ
ス
ト

４
入
り
を
し
た
実
績
か
ら

も
新
チ
ー
ム
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
頑

張
れ
九
州
学
院
野
球
部
!!

甲
子
園
初
出
場
か
ら
半
世
紀

〜
今
、新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
〜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化

交
流
の
架
け
橋
と
し
て
活

躍
中
で
す
。

「
オ
ハ
イ
エ
く
ま
も
と
」

熊
本
県
民
賞
を
受
賞

九
州
学
院
同
窓
生
ら
が

関
係
し
て
い
る
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
オ
ハ
イ
エ
く
ま
も

と
」（
入
部
祥
子
代
表
）が
、

こ
の
ほ
ど
「
第
24
回
く
ま

も
と
県
民
文
化
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

同
会
は
知
的
障
害
の
あ

る
人
た
ち
を
メ
イ
ン
に
一

般
の
人
た
ち
と
共
に
市
街

中
心
地
な
ど
で
行
う
「
オ

ハ
イ
エ
く
ま
も
と　

と
っ

て
お
き
の
音
楽
祭
」
を
開

く
こ
と
を
主
な
活
動
と
し

て
お
り
、古
財
良
一
氏（
Ｓ

37
回
）
が
音
楽
祭
副
実
行

委
員
長
、葉
山
耕
司
氏（
Ｓ

32
回
）
は
同
会
の
顧
問
と

し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
に
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

行
徳
（
０
９
０

−

３
１

９
８

−
６
９
３
６
）

久
し
ぶ
り
の
懇
親
会

県
警
九
学
会

　

２
月
８
日
㈯
、
テ
ル
サ

で
「
県
警
九
学
会
」
の
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
熊
本
県

警
に
在
籍
し
て
い
る
九

州
学
院
Ｏ
Ｂ
１
７
４
名
中

60
名
が
参
加
、
学
院
・
同

窓
会
か
ら
も
内
村
院
長
を

は
じ
め
５
名
が
出
席
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
会
は
以
前
に
行

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
今
回
久
し
ぶ
り
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
同
会

の
今
後
の
ご
繁
栄
を
お
祈

り
し
ま
す
。

「
九
州
学
院
義
務
制
教

職
員
同
窓
会
」を
開
催

１
月
５
日
午
後
５
時
か

ら
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
恒
例
の
「
九
州

学
院
卒
業
生（
旧
称
Ｏ
Ｂ
）

義
務
制
教
職
員
同
窓
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
義
務
制
で

あ
る
小
・
中
学
校
を
は
じ

め
教
育
委
員
会
や
そ
の
他

の
教
育
機
関
に
勤
務
す
る

九
州
学
院
の
卒
業
生
と
、

本
学
院
の
教
職
員
と
の
間

の
情
報
交
換
と
親
睦
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
年
に

一
回
こ
の
時
期
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

母校のチャペルで若手の会主催
成人祝福式を挙行

葉山耕司氏 古財良一氏
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冬
大
会
で
大
い
に
健
闘

10
月
14
日
〜
２
月
15
日

　昨年末に行われた冬のスポーツ、駅伝・バスケット・ラグビーの全国
大会の県代表がすべて九州学院という初の快挙を成し遂げました。
　都大路での駅伝は15位で入賞を逃したものの10年連続出場の表
彰を受けました。３年連続出場のバスケットのウインターカップ（東
京）は、残念ながら初戦でセネガルと中国からの留学生を擁する柏
日体に敗れました。23年ぶりの聖地花園でのラグビーは山形中央
に80−0で勝利、２回戦で長崎南山に粘りながらも突き放されて敗
退しました。
　師走のお忙しい中、同窓会の関西九学会の皆様方を始め多大なるご声援を頂きまして誠にありがと
うございました。紙面を借りて厚く御礼申し上げます。

年末の全国大会を独占 陸上は10年連続、バスケットも3年連続、
ラグビーは23年ぶりに聖地花園へ

　昨年8月12日㈪、東京渋谷の東京体育館で開かれた、第三
回中学生ダンスドリル選手権大会ソングリーダー部門スモール編
成で2位に入賞した九州学院ミリアムズJrは、3月29日に米国テ
キサス州ダラスで
開催されるミスダ
ンスドリルチームイ
ンターナショナル 
in USA2014（全米
大会）に、日本代表
として出場します。

九州学院ミリアムズJr2014全米大会に出場決定

熊
本
県
春
季
選
手
権

 

（
1
月
19
〜
20
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
﹀

男
子
の
部

▽
50
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

3
位　

福
原　

賢
二（
3
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

瀬
戸
口
裕
嗣（
3
年
）

　

3
位　

福
原　

賢
二（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

瀬
戸
口
裕
嗣（
3
年
）

　

3
位　

福
原　

賢
二（
3
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

渡
邉　

瑞
輝（
2
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

2
位　

道
喜　

海
成（
2
年
）

▽
2
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

1
位　

道
喜　

海
成（
2
年
）

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

　

3
位　

上
船　

彰
大（
2
年
）

▽
1
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

2
位　

瀬
戸
口
裕
嗣（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

3
位　

渡
邉　

瑞
輝（
2
年
）

女
子
の
部

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

3
位　

向
山　

ゆ
き（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

3
位　

近
藤　

未
来（
1
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

近
藤　

未
来（
1
年
）

　

2
位　

向
山　

ゆ
き（
2
年
）

弓
道
部

平
成
25
年
度
熊
本
県
高
等
学
校

弓
道
競
技
大
会

 

（
10
月
12
〜
13
日
）

〈
熊
本
市
植
木
弓
道
場
﹀

▽
男
子
個
人

　

2
位　

光
永　

享
奨（
2
年
）

第
21
回
九
州
高
等
学
校
弓
道
新

人
選
手
権
大
会 

（
11
月
2
日
）

〈
佐
賀
県
総
合
体
育
館
弓
道
場
﹀

水
泳
部

熊
本
県
秋
季
選
手
権

 

（
10
月
19
〜
20
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
﹀

男
子
の
部

▽
50
Ｍ
自
由
形

　

2
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

福
原　

賢
二（
3
年
）

　

3
位　

瀬
戸
口
裕
嗣（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

瀬
戸
口
裕
嗣（
3
年
）

　

3
位　

渡
邉　

瑞
輝（
2
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
自
由
形

　

1
位　

渡
邉　

瑞
輝（
2
年
）

▽
50
Ｍ
背
泳
ぎ

　

2
位　

道
喜　

海
成（
2
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

1
位　

道
喜　

海
成（
2
年
）

▽
2
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

　

1
位　

道
喜　

海
成（
2
年
）

　

3
位　

山
田　

皓
太（
2
年
）

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

2
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

3
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

　

3
位　

上
船　

彰
大（
2
年
）

▽
50
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

2
位　

堀
田　
　

諒（
1
年
）

　

3
位　

福
原　

賢
二（
3
年
）

▽
2
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

2
位　

渡
邉　

瑞
輝（
2
年
）

　

3
位　

山
口　

将
平（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

　

2
位　

鮫
島　

悠
輔（
1
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

齊
藤　
　

凌（
3
年
）

女
子
の
部

▽
４
０
０
Ｍ
自
由
形

　

3
位　

向
山　

ゆ
き（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

3
位　

近
藤　

未
来（
1
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

2
位　

向
山　

ゆ
き（
2
年
）

　

3
位　

近
藤　

未
来（
1
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

1
位　

近
藤　

未
来（
1
年
）

　

2
位　

向
山　

ゆ
き（
2
年
）

▽
男
子
個
人

　

5
位　

光
永　

享
奨（
2
年
）

平
成
25
年
度
熊
本
市
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
弓
道
冬
季
大
会

 

（
12
月
8
日
）

〈
熊
本
市
南
部
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
弓
道
場
﹀

▽
男
子
団
体　

優
勝

　

九
州
学
院
Ａ

　
　
　
　

光
永　

享
奨（
2
年
）

　
　
　
　

畠
田
敬
史
郎（
2
年
）

　
　
　
　

橋
口　

裕
太（
2
年
）

剣
道
部

九
州
選
抜
県
予
選 （
11
月
9
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
団
体　

優
勝

▽
個
人

　

1
位　

山
田　

凌
平（
2
年
）

　

3
位　

持
原　

光
希（
2
年
）

県
下
段
別
選
手
権 （
11
月
23
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
三
段

　

1
位　

真
田　

裕
行（
3
年
）

　

2
位　

曽
我　

貴
昭（
3
年
）

　

3
位　

持
原　

光
希（
2
年
）

　

3
位　

寺
田　

清
貴（
2
年
）

▽
二
段

　

1
位　

佐
藤　

裕
太（
1
年
）

　

2
位　

本
間　
　

渉（
1
年
）

青
龍
旗
剣
道
大
会 （
12
月
15
日
）

〈
益
城
町
体
育
館
﹀

▽
団
体　

優
勝

県
学
年
別
個
人
選
手
権

 

（
1
月
11
日
）

〈
菊
池
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
2
年

　

1
位　

山
田　

凌
平（
2
年
）

　

2
位　

寺
田　

清
貴（
2
年
）

　

3
位　

持
原　

光
希（
2
年
）

▽
1
年

　

1
位　

黒
川　

皓
平（
1
年
）

　

2
位　

佐
藤　

祐
太（
1
年
）

　

3
位　

荒
武　

将
汰（
1
年
）

全
国
選
抜
予
選 

（
1
月
18
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
団
体　

優
勝

九
州
高
校
選
抜
大
会

▽
男
子
団
体　

優
勝

▽
個
人

　

1
位　

山
田　

凌
平（
2
年
）

柔
道
部

県
下
高
校
柔
道
大
会
兼
九
州
高

校
新
人
柔
道
大
会
県
予
選

 

（
10
月
19
〜
20
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
男
子
団
体　

優
勝

▽
女
子
団
体　

3
位

▽
１
０
０
㎏
超
級

　

1
位　

満
井　

均
士（
2
年
）

▽
１
０
０
㎏
級

　

3
位　

田
中　

勇
気（
2
年
）

▽
90
㎏
級

　

3
位　

西
村
高
太
朗（
1
年
）

▽
73
㎏
級

　

2
位　

池
田　
　

元（
2
年
）

▽
66
㎏
級

　

3
位　

原
田　

楽
太（
2
年
）

▽
60
㎏
級

　

2
位　

園
田　

悠
太（
1
年
）

九
州
高
校
新
人
柔
道
大
会

 

（
11
月
23
〜
24
日
）

〈
別
府
ア
リ
ー
ナ
﹀

▽
男
子
団
体　

5
位

▽
１
０
０
㎏
超
級

　

1
位　

満
井　

均
士（
2
年
）

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
熊

本
県
大
会 

（
2
月
1
〜
2
日
）

〈
八
代
市
総
合
体
育
館
﹀

▽
男
子
団
体　

優
勝

▽
無
差
別
級

　

1
位　

満
井　

均
士（
2
年
）

　

5
位　

田
中　

勇
気（
2
年
）

▽
90
㎏
級

　

1
位　

砂
光　

裕
己（
2
年
）

　

3
位　

西
村
高
太
朗（
1
年
）

▽
60
㎏
級

　

1
位　

園
田　

悠
太（
1
年
）

空
手
道
部

全
国
選
抜
予
選
全
九
州
新
人
大

会 

（
11
月
17
〜
18
日
）

〈
宮
崎
県
立
武
道
館
﹀

北
ブ
ロ
ッ
ク

▽
男
子
団
体
形　

優
勝

▽
男
子
団
体
組
手　

3
位

▽
個
人
組
手

　

2
位　

鬼
塚　

太
朗（
2
年
）

▽
女
子
団
体
組
手　

優
勝

▽
女
子
個
人
形

　

2
位　

加
来　

晴
菜（
2
年
）

　

3
位　

田
尻　

曜
子（
2
年
）

▽
女
子
個
人
組
手

　

1
位　

沖
田　

理
奈（
2
年
）

全
九
州

▽
男
子
団
体
組
手　

2
位

▽
女
子
団
体
組
手　

2
位

▽
女
子
個
人
組
手

　

1
位　

沖
田　

理
奈（
2
年
）

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
杯
全
国
高
校
空

手
道
大
会 

（
12
月
23
日
）

〈
宮
崎
県
立
武
道
館
﹀

本
大
会

▽
男
子
団
体
組
手　

3
位

女
子

▽
女
子
団
体
組
手

　

Ａ
チ
ー
ム　

2
位

▽
女
子
個
人
組
手

　

ベ
ス
ト
8

　
　
　
　

加
来　

晴
菜（
2
年
）

　
　
　
　

田
代　

麻
依（
2
年
）

　
　
　
　

松
谷　

海
里（
2
年
）

一
年
生
大
会

▽
女
子
個
人
組
手

　

ベ
ス
ト
8

　
　
　
　

賀
久　

夏
海（
1
年
）

桃
太
郎
杯
全
国
高
校
空
手
道
練

成
大
会 

（
1
月
4
〜
6
日
）

〈
岡
山
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
﹀

本
大
会

▽
女
子
個
人

　

ベ
ス
ト
8

　
　
　
　

沖
田　

理
奈（
2
年
）

　
　
　
　

長
尾　

有
梨（
2
年
）

一
年
生
大
会

▽
男
子
団
体
組
手　

ベ
ス
ト
8

第
16
回
松
蔭
杯
全
国
空
手
道
大

会 

（
2
月
8
〜
9
日
）

〈
国
士
舘
大
学
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
﹀

▽
男
子
団
体
組
手　

5
位

▽
女
子
団
体
組
手　

3
位

▽
女
子
個
人
組
手

　

2
位　

長
尾　

有
梨（
2
年
）

　

3
位　

沖
田　

理
奈（
2
年
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選

 

（
10
月
19
〜
20
・
26
〜
27
日
）

〈
東
海
星
翔
﹀

　

優
勝

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

 

（
12
月
23
〜
29
日
）

〈
東
京
体
育
館
﹀

1
回
戦
敗
退

伊
豆
杯 

（
12
月
29
・
30
日
）

　

優
勝

新
人
戦

 

（
1
月
11
〜
12
・
18
〜
19
日
）

〈
大
津
町
総
合
体
育
館
﹀

　

優
勝

ボ
ク
シ
ン
グ
部

熊
本
県
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

大
会 

（
11
月
7
〜
10
日
）

〈
熊
本
県
立
体
育
館
﹀

▽
団
体　

優
勝
（
7
年
連
続
）

▽
Ｐ
ｉ
級

　

2
位　

石
橋　
　

陸（
1
年
）

　

3
位　

柴
田　

健
匠（
1
年
） 

▽
Ｌ
Ｆ
級

　

1
位　

山
内　

将
大（
2
年
）

▽
Ｆ
級

　

1
位　

内
山　

未
来（
2
年
）

　

2
位　

寺
本　

大
記（
2
年
）

▽
Ｂ
級

　

1
位　

柴
田　

竣
司（
2
年
）

　

2
位　

清
田　

拓
摩（
1
年
）

▽
Ｌ
級

　

3
位　

河
津　

勇
輝（
1
年
）

▽
Ｌ
Ｗ
級

　

2
位　

徳
永
栄
之
輔（
1
年
）

▽
Ｍ
級

　

1
位　

石
坂
健
志
郎（
2
年
）

全
九
州
高
校
新
人
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
大
会 

（
1
月
23
〜
26
日
）

〈
鹿
児
島
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
﹀

Ａ
パ
ー
ト

▽
Ｌ
Ｆ
級

　

1
位　

山
内　

将
大（
2
年
）

　

※
3
月
23
日
〜
27
日
に
行
わ

　
　

れ
る
全
国
高
校
選
抜
ボ
ク

　
　

シ
ン
グ
競
技
大
会
（
兵
庫

　
　

県
芦
屋
大
学
福
山
記
念

　
　

館
）
に
出
場

▽
Ｍ
級

　

2
位　

石
坂
健
志
郎（
2
年
）

▽
Ｆ
級

　

3
位　

内
山　

未
来（
2
年
）

Ｂ
パ
ー
ト

▽
Ｆ
級

　

3
位　

寺
本　

大
記（
2
年
）

▽
Ｂ
級

　

1
位　

清
田　

拓
摩（
1
年
）

▽
Ｌ
Ｗ
級

　

3
位　

徳
永
栄
之
輔（
1
年
）

チ
ア
ダ
ン
ス
部

第
13
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
全
国
大
会

 

（
12
月
7
日
）

〈
東
京
体
育
館
﹀

▽
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門

高
校
生
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
編
成
5
位

自
転
車
競
技
部

熊
本
県
高
等
学
校
自
転
車
競
技

新
人
大
会 

（
10
月
26
〜
27
日
）

〈
熊
本
競
輪
場
﹀

▽
1
㎞

　

4
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

　

5
位　

渡
邉　

大
悟（
1
年
）

▽
3
㎞

　

4
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

　

5
位　

嘉
永　

泰
斗（
1
年
）

▽
ス
ク
ラ
ッ
チ

　

6
位　

嘉
永　

泰
斗（
1
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

　

3
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

　

4
位　

渡
邉　

大
悟（
1
年
）

▽
ケ
イ
リ
ン

　

3
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
カ
ッ
プ

 

（
1
月
24
〜
26
日
）

〈
伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
﹀

▽
ス
ク
ラ
ッ
チ

　

10
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

▽
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

　

9
位　

木
原　

孝
明（
2
年
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

九
州
高
校
選
抜
県
予
選
大
会

 

（
12
月
26
日
）

〈
熊
本
県
立
総
合
体
育
館
﹀

　

準
優
勝

2
月
7
〜
9
日
九
州
選
抜
大
会

に
出
場
（
大
分
県
） 

ラ
グ
ビ
ー
部

第
93
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
大
会
熊
本
県
予
選

 

（
11
月
23
日
）

▽
優
勝

　

※
全
国
大
会
（
花
園
）
出
場

　
　

2
回
戦
敗
退

男
子
陸
上
競
技
部

熊
本
県
高
校
駅
伝

 

（
11
月
2
日
）

▽
1
位

　

1
区　

林
田　

元
輝（
2
年
）

　

2
区　

中
川　

翔
太（
1
年
）

　

3
区　

森
下　

史
崇（
2
年
）

　

4
区　

垂
水　
　

隆（
3
年
）

　

5
区　

久
保　

和
馬（
2
年
）

　

6
区　

近
藤
修
一
郞（
3
年
）

 

（
区
間
新
）

　

7
区　

山
下　

賢
明（
3
年
）

九
州
高
校
駅
伝

〈
鹿
児
島
﹀ 

（
11
月
15
日
）

▽
5
位

　

1
区　

森
下　

史
崇（
2
年
）

　

2
区　

幸
村　

亮
太（
3
年
）

　

3
区　

近
藤
修
一
郞（
3
年
）

　

4
区　

林
田　

元
輝（
2
年
）

　

5
区　

中
神　

文
弘（
2
年
）

　

6
区　

久
保　

和
馬（
2
年
）

　

7
区　

中
川　

翔
太（
1
年
）

全
国
高
校
駅
伝

〈
京
都
﹀ 

（
12
月
22
日
）

▽
15
位

　

1
区　

近
藤
修
一
郞（
3
年
）

　

2
区　

中
神　

文
弘（
2
年
）

　

3
区　

森
下　

史
崇（
2
年
）

　

4
区　

林
田　

元
輝（
2
年
）

　

5
区　

久
保　

和
馬（
2
年
）

　

6
区　

垂
水　
　

隆（
3
年
）

　

7
区　

山
下　

賢
明（
3
年
）

熊
本
県
高
等
学
校
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会 

（
1
月
6
日
）

〈
農
業
公
園
﹀

▽
総
合
1
位

▽
男
子
２
０
０
０
Ｍ

　

1
位　

上
野　
　

涼（
3
年
）

　

3
位　

野
中　

渓
人（
2
年
）

▽
男
子
６
０
０
０
Ｍ

　

2
位　

近
藤
修
一
郞（
3
年
）

　

3
位　

林
田　

元
輝（
2
年
）

　

5
位　

垂
水　
　

隆（
3
年
）

　

8
位　

中
神　

文
弘（
2
年
）

女
子
陸
上
競
技
部

全
九
州
新
人
戦
大
会

 

（
10
月
13
日
）

〈
佐
賀
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
﹀

▽
総
合　
　
　

6
位
入
賞

▽
ト
ラ
ッ
ク　

5
位
入
賞

▽
２
０
０
Ｍ

　

5
位　

福
島　

美
幸（
2
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
Ｈ

　

2
位　

沢
田　

玲
香（
2
年
）

▽
４
×
１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

　

3
位　

沢
田
・
田
中

　
　
　
　

西　

・
福
島

▽
４
×
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

　

5
位　

西
口
・
西

　
　
　
　

田
中
・
福
島

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権

 

（
10
月
20
日
）

〈
名
古
屋
（
瑞
穂
）﹀

▽
４
×
１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

　

出
場　

沢
田
・
田
中

　
　
　
　

西　

・
福
島

日
本
選
手
権
リ
レ
ー

 

（
10
月
27
日
）

〈
神
奈
川
県（
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
）﹀

▽
４
×
１
０
０
リ
レ
ー

　

出
場　

田
中
・
福
島

　
　
　
　

沢
田
・
野
林

熊
本
県
高
等
学
校
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会 

（
1
月
6
日
）

〈
農
業
公
園
﹀

▽
女
子
２
０
０
０
Ｍ

　

1
位　

西　
　

香
織（
1
年
）

２
０
１
４
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内

大
阪 

（
2
月
9
日
）

〈
大
阪
（
大
阪
城
ホ
ー
ル
）﹀

▽
60
Ｍ
Ｈ

　

出
場　

沢
田　

玲
香（
2
年
）

文
芸
部

第
26
回
熊
本
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭 

（
10
月
17
日
）

▽
標
語

　

佳
作　

清
水
可
奈
子（
1
年
）

第
57
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ン
ク
ー
ル

▽
小
説
部
門

　

入
選　

樋
口　

春
華（
3
年
）

部
活
以
外
の
大
会
結
果

聖
学
院
大
学
第
9
回
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

 

（
11
月
16
日
）

〈
埼
玉
県
聖
学
院
大
学
﹀

▽
暗
誦
部
門

　

2
位　

田
畑　

華
子（
1
年
）

　

入
賞　

鈴
嶋　

克
太（
2
年
）

第
26
回
県
高
校
英
語
暗
唱
大
会

〈
熊
本
学
園
大
学
﹀ （
1
月
25
日
）

　

1
位　

岡
山　

承
弘（
3
年
）



九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園
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九
中
コ
ー
ナ
ー

新
し
い
年
が
始
ま
っ

て
早
く
も
一
ヶ
月
が
過

ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

も
三
学
期
の
締
め
く
く
り

の
段
階
に
入
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
と
に
年
長
組

（
ゆ
り
組
）

は
、
こ
の

四
月
か
ら

小
学
生
に

な
り
ま
す

の
で
、
基

本
的
生
活

習
慣
を
身

に
付
け
、

小
学
校
に

入
っ
て
も

戸
惑
う
こ

と
な
く
、

明
る
く
元

気
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
去
る
２
月
１

日
㈯
、
熊
本
市
私
立
幼

稚
園
協
会
主
催
の
教
職
員

研
修
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
午
前
中
に
市
内
の
六

つ
の
幼
稚
園
を
会
場
に
し

て
「
公
開
保
育
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
公
開
保
育
の

会
場
に
指
定
さ
れ
た
、
私

ど
も
の
み
ど
り
幼
稚
園
・

幼
児
園
に
は
54
名
の
教
師

た
ち
が
来
園
さ
れ
、
日

常
保
育
の
一
部
を
熱
心

に
見
学
、
視
察
を
さ
れ
ま

し
た
。
公
開
保
育
の
会
場

に
な
り
ま
し
た
み
ど
り
幼

稚
園
・
幼
児
園
の
教
師
た

ち
に
、
園
長
と
し
て
「
特

別
の
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
日

常
保
育
を
見
て
い
た
だ
こ

う
」
と
語
り
か
け
、
現
場

「
公
開
保
育
」の
場
を
提
供
し
て

九
州
学
院
中
学
校
２

年
の
藤
本
一
喜
君
は
、
今

年
７
月
21
日
東
京
青
山
の

ア
オ
ヤ
マ
ク
ロ
ス
シ
ア

タ
ー
で
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｄ
Ｃ

（
ワ
ー
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
）

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
２
日
に
行

わ
れ
た
日
本
最
大
の
キ
ッ

ズ
タ
ッ
グ
ダ
ン
ス
バ
ト
ル

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
（
ス
プ
ラ

ウ
ト
）２
on
２
ダ
ン
ス
コ

ン
テ
ス
ト
で
も
九
州
代
表

と
し
て
全
国
大
会
に
出
場

し
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。藤

本
君
は
幼
い
頃
か

ら
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
の

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
大

い
に
活
躍
を
続
け
て
い
ま

す
。

二
大
会
で

全
国
優
勝

藤
本
一
喜
君

11
月
5
日
㈫

〜
8
日
㈮
、
3

泊
4
日
で
中
学

2
年
生
が
沖
縄

研
修
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
で

地
上
戦
が
行
わ

れ
た
沖
縄
の
歴

史
を
学
ぶ
平
和

学
習
、
沖
縄
の

琉
球
文
化
や
習

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

3
位　

原
田　

拓
武（
1
年
）

女
子

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

熊
本
県
春
季
選
手
権

 

（
1
月
19
〜
20
日
）

男
子

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

2
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

▽
４
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

2
位　

澤
村　

栄
輔（
2
年
）

女
子

▽
50
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
１
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

　

1
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
50
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

2
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

▽
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

3
位　

工
藤　

三
愛（
3
年
）

そ
の
他
の
大
会
入
賞
者

第
40
回
熊
本
県
私
立
中
学
校
英

語
暗
唱
大
会 

▽
３
年
の
部

　

１
位　

米
野　
　

斐（
3
年
）

▽
１
年
の
部

　

３
位　

岩
根　

有
咲（
1
年
）

　
　
　
　

内
橋　

和
希（
1
年
）

　
　
　
　

西
嶋　

夏
菜（
1
年
）

　
　
　
　

高
森　

浩
志（
1
年
）

第
55
回
熊
本
市
中
学
校
生
徒
会

連
絡
協
議
会
弁
論
大
会 

（
10
月
24
日
）

優
良
賞　

甲
斐
な
つ
き（
3
年
）

熊
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主

催
・
中
学
生
弁
論
大
会 

（
11
月
17
日
）

最
優
秀
賞

　
　
　
　

安
藤
小
泉
海（
１
年
）

　
　

＊
審
査
員
特
別
賞
も
受
賞

2
月
5
日
、
恒

例
の
「
九
州
学
院
中

学
・
高
校
校
内
駅
伝

競
走
大
会
」
が
県
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
寒
波
襲
来

で
冷
え
込
む
中
、
選

手
た
ち
は
寒
さ
に
負

け
ず
、
風
を
切
っ
て

元
気
に
疾
走
し
襷
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

中
学
校
は
各
ク
ラ

ス
、
男
子
が
３
チ
ー

ム
、
女
子
が
２
チ
ー

ム
ず
つ
で
5
区
間
を

走
り
、
各
ク
ラ
ス

の
上
位
２
チ
ー
ム
の

平
均
タ
イ
ム
で
順
位

を
決
定
し
ま
す
。
各

ク
ラ
ス
の
代
表
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
襷
（
た
す

き
）
を
つ
な
ぎ
、
九

中
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
競

い
合
い
ま
し
た
。
全

ク
ラ
ス
健
闘
し
ま
し

た
が
、
3
位
ま
で
入

賞
し
た
の
は
次
の
ク

ラ
ス
で
す
。

男
子

　

優
勝　

2
年
2
組

　

2
位　

3
年
1
組

　

3
位　

2
年
1
組

女
子

　

優
勝　

1
年
2
組

　

2
位　

2
年
2
組

　

3
位　

3
年
2
組

１月末の時点で、３年生は自宅学習期間に入っている。しかし特進コースを中心とす

る生徒たちは、センター試験を終え、これから迎える私立大入試、国公立大二次試験

に備えて、毎日登校し、特別課外等で頑張っている。彼らの今までの努力が報われ、目

指す進路が切り開かれることを期待したい。

さて、今年も昨年度と同様にこの時期、多くの３年生がAO（自己推薦）、指定校推

薦、公募推薦、スポーツ推薦などの入試により、すでに進路を決定している。１月末現

在、３年生全員における進路決定者の割合は約75％で、その内訳は、四年生大学195

名、短期大学４名、専門学校56名、就職10名、海外留学（予定も含む）３名である。

現段階での大学合格者は、国公立大学が８名（熊本大⑵、長崎大、鹿屋体育大、

熊本県立大⑷）である。また、私立大学は185名が合格、その内訳は、国際基督教大、ルー

テル学院大、青山学 院大⑵、中央大⑵、

明治大⑶、立教大、 法政大⑶、明治学

院大⑵、日本大⑷、 桜美林大⑵、東洋大

⑵、日本体育大⑻、 日本女子体育大、東

海大⑷、東京農大、 帝京大⑺、立正大、

國學院大、関東学院 大⑹、神奈川大⑵、

上武大⑵、北里大⑴、ものつくり大、東洋英和女学院大、中京大⑵、名古屋経済大⑵、

朝日大、同志社大⒁、立命館大、龍谷大、明治国際医療大⑵、大阪芸術大、関西学

院大⑶、近畿大⑵、大阪学院大⑶、徳山大、久留米大、九州共立大、九州国際大⑵、

九州産業大⑸、九州情報大、福岡大⑽、西南学院大⑵、福岡工業大⑶、日本経済大⑵、

福岡女学院大⑵、長崎国際大、熊本学園大（36）、熊本保健科学大⑻、尚絅大⑶、九

州ルーテル学院大⑹、崇城大⑵、九州保健福祉大などである。　　短大合格者は４名（中

村学園大短大部⑵、尚絅大短大部、九州造形短大）で、短大進学者はここ数年少なく

なっている。　　専門学校では、医療看護系、公務員系を中心として、美容、ビジネス、

自動車整備など56名の進路が決定しており、昨年に比べると増加した。　　就職内定

者10名は自衛官４名、消防職１名、一般企業４名、家業１名となっており、ほぼ昨年と

同じである。　　　　　　　　　　　　　　　　〈進路部長　坂田　孝（1月31日記）〉

さらに充実した指定校ライン
同志社大には約20人の推薦枠

ー国公立大二次試験に期待ー

進路室だより

の
教
師
た
ち
も
そ
れ
を
受

け
と
め
、
気
負
う
こ
と

な
く
、
自
然
体
で
保
育

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
教
師
た
ち
に
は
多
少

の
緊
張
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
よ
う

な
「
公
開
保
育
」
の
機
会

は
、
教
師
た
ち
自
ら
の
保

育
を
省
み
、
よ
り
よ
く
向

上
心
を
も
っ
て
取
り
組
む

た
め
に
、
と
て
も
大
切
だ

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

午
後
に
は
、
く
ま
も
と

森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を

会
場
に
、『
政
令
市
く
ま

も
と
の
こ
ど
も
た
ち
の
未

来
』
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
５
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
）
が
開
か
れ
、「
こ
ど

も
た
ち
の
未
来
」
に
つ
い

て
発
題
さ
れ
、
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

剣
道
部

十
八
外
城
剣
道
大
会 （

10
月
26
日
）

▽
団
体　

優
勝

第
51
回
県
中
学
校
剣
道
大
会 

（
11
月
2
日
）

▽
男
子
団
体
戦　

優
勝

神
泉
会
旗
剣
道
大
会 （

11
月
17
日
）

▽
団
体　

優
勝

西
田
旗
剣
道
大
会（

12
月
14
日
）

▽
団
体　

優
勝

宏
安
個
人
剣
道
大
会 （

12
月
23
日
）

　

1
位　

長
尾　

和
樹（
2
年
）

　

3
位　

田
中　

英
吾（
1
年
）

第
31
回
若
鷲
旗
剣
道
大
会 

▽
団
体　

優
勝

柔
道
部

第
９
回
九
州
地
区
中
学
校
柔
道

優
勝
大
会 

（
12
月
8
日
）

▽
男
子
の
部　

準
優
勝

熊
本
市
新
人
柔
道
大
会 

（
1
月
18
日
）

▽
男
子
団
体　

２
位

▽
男
子
90
㎏
超
級

　

優
勝　

井
上　

知
洋（
２
年
）

　

２
位　

稲
田　

優
樹（
２
年
）

　

３
位　

村
山　

雄
晟（
２
年
）

▽
男
子
81
㎏
級

　

２
位　

森
田　
　

駿（
２
年
）

▽
男
子
66
㎏
級

　

２
位　

赤
星
遼
太
郎（
１
年
）

▽
女
子
団
体　

２
位

▽
女
子
70
㎏
級

　

３
位　

酒
井　

美
奈（
１
年
）

▽
女
子
52
㎏
級

　

優
勝　

上
田　

玲
巳（
１
年
）

空
手
道
部

第
８
回
熊
本
県
中
学
生
空
手
道

大
会 

（
12
月
1
日
）

▽
女
子
団
体
組
手　

２
位

▽
女
子
団
体
形　

敢
闘
賞

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

熊
本
県
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

 

（
10
月
27
日
）

▽
男
子　

ベ
ス
ト
16

水
泳
部

熊
本
県
秋
季
選
手
権

 

（
10
月
19
〜
20
日
）

男
子

▽
１
０
０
Ｍ
自
由
形

　

3
位　

木
村　

優
太（
2
年
）

沖
縄
研
修
旅
行
へ

2
泊
3
日
の
平
和
学
習

１
月
18
日
㈯
、
育
友
会

講
演
会
で
好
評
を
博
し
た

高
光
り
ょ
う
す
け
氏
の
講

演
会
を
「
あ
な
た
の
中
の

天
才
と
出
逢
う
瞬
感
」
の

演
題
で
中
学
生
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。

１
、
夢
を
本
気
で
語
る

２
、
感
動
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
（
感
動
す
る
瞬

感
を
身
に
つ
け
る
）

３
、
瞬
感
命
輝　

今
日
と

い
う
ス
テ
ー
ジ
を
輝
か

せ
る

以
上
の
三
つ
の
こ
と
を

提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

終
り
に
、
今
と
い
う
瞬

間
を
夢
へ
向
か
っ
て
生
き

る
た
め
の
「
自
己
宣
言
」

を
全
員
で
唱
え
、
感
動
的

な
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

中
学
講
演
会
を
開
催

講
師
に
高
光
り
ょ
う
す
け
氏

寒風の中、元気に力走

10
月
７
日
㈪
６
、
７
時

限
に
３
号
館
ホ
ー
ル
で
、

第
14
回
中
学
校
校
内
弁
論

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
代
表
が
、
思

い
の
こ
も
っ
た
熱
弁
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
発
表
者
】

3
年

1
組　

米
野　
　

斐

2
組　

平
田　

稚
葉

3
組　

甲
斐
な
つ
き

2
年

1
組　

福
井　

菜
央

2
組　

加
藤　

瑠
伊

3
組　

花
田　

隆
佑

1
年

1
組　

安
藤
小
泉
海

2
組　

塔
尾　
　

蓮

3
組　

田
中　

英
吾

審
査
の
結
果
、
３
年
１

組
・
米
野
斐
さ
ん
、
３
年

３
組
・
甲
斐
な
つ
き
さ
ん

が
優
秀
賞
、
１
年
１
組
・

安
藤
小
泉
海
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
安
藤
小
泉
海
さ

ん
は
、
11
月
17
日
に
行
わ

れ
た
「
熊
本
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
主
催
・
中
学
生
弁

論
大
会
」
に
学
校
代
表
と

し
て
出
場
し
、
最
優
秀
賞

及
び
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

熱
弁
に
思
い
を

込
め
て

第
14
回
校
内
弁
論
大
会

俗
に
触
れ
る
体

験
、
亜
熱
帯
の

自
然
や
美
ら
海

水
族
館
で
の
学

び
な
ど
、
充
実

し
た
楽
し
い
研

修
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

中二

ダンス

長
岡
立
一
郎

み
ど
り
幼
稚
園
・
幼
児
園
園
長

九

州

学

院

理

事

長

ひめゆりの塔前で

校内駅伝

家庭科の授業で幼稚園を訪れた高校生と遊ぶ園児ら


